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　高知県東部には海岸段丘がよく発達していることが知られており，すでに各種の研究報告があ
る．しかし，段丘堆積物，なかでも喋層の分布状態については未だ詳細なものが無く，筆者らは，
室戸岬一安芸市区間の調査を行なう機会を得たので，その概況について報告する．
　本区域の段丘堆積物が洪積世のものであることには異論はないようだが，そのうちのどの時期の
ものであるかにはついては，資料不足のため決定する段階に至らず，今後に残された問題である．
なお，調査不十分の区域ならびに安芸市一手結岬区間については，今後機会を見て調査を続けた
い．調査には主として湯原が当たった／
Ｈ。調査範囲・方法・磯の形
　１．調査範囲は室戸岬一安芸市間の海抜O～200 m の区域が主であるか，洪積層と関係の深い新
第三紀層については，その分布と岩相についてあわせて調査した（羽根町登地区をのぞく）．
　２．出来るだけ詳細に歩き，露頭での観察では次
の点に注意した．すなわち，層厚・篠の大きさ・岩
質・形・ならび方・地層の傾き・基盤岩類との接触
部およびその地点の地形的位置などで，同時に各露
頭での代表的凛についてはサンプリングを行なっ
た．
　３．凛の岩質については種々のものが予想された
が，第一次調査区域（行当岬一安田川）の洪積層の
段丘堆積啼はほとんど砂岩より成り，それに少量の
泥岩と数個のチャートであったため，当初，各種の
喋が存在すれば，補助的方法として鏡下観察その他
を予定していたが，すべて肉眼観察によった．
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　４．サンプリングした牒の形，円磨度については，次のよう.に分類した．この型の記号は，以下
の本文中で使用することにする.
　Ａａ型：円形または楕円形で厚みのあるもの（球または楕円体に近い形）．よく円磨され，表面は
　　平滑である.
　Ab型：円形または楕円形で非常に扁平なも･の，表面は円磨され，平滑である，
　Ｂ型：円磨されてはいるか平面が残るもの．一般に扁平な形をしているものが多い．
　Ｃ型：角篠の角だけが円磨されているもの．
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　　　　　　　　　　　　　Ⅲ．分布・地形・堆積状況および堆積環境＊
　　　〔1〕概　　　説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀
一対二一従普戸当地域の海岸段丘については，上段（海抜220～330 mい中段（海抜80～180 m）・下
段(15m以下）と３段に分けられてきたが，このうち喋層のよく発達しているのは中段であり，奈
半利以南では海抜80～160m,田野以西では海抜100m以下，なかでも厚く分布するのは海抜80m以
下の区域である．上記の上段にあたる区域には，課層を主とする段座堆積物がほとんど認められ
ず, 20m以下の下段丘に相当するものは海岸沿いに散在する．段丘面高度は，東から西方にいくに
従い低下するのがこの地域の一般的傾向であるので，高度だけからどの段に対比すべきかを決定す
ることは凶難な場合かおる．
　　２．地形の勝析度，河川の有無と大小，海岸線の方向（海流の影響）などが，堆積物の範囲と層
厚に関係がある．
　　３．大野台地（田野町）・沢ノ平台地（安芸平野東方）をのぞけば，牒層は小河谷によって分断
　され，水平に連続しない．小区域で楕円形に近い形の分布を示す場合，その長径の方向は海岸線に
　直角な方向と一致し，または平野の開けた方向に向いている，
　　４．安芸平野・田野平野など，かっての湾入部ないしは浅海であったと思われる地域には，課層
　が広く厚く発達している．・
　　５．段丘堆積物と基盤岩類との境が，地形図上の地類境界線とよく一致する．これら堆積物の粘
　　ｓ　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－土砂牒層を田畑として利用しているレj　　，ご
　　　　　　　　　　　ａ　　　　　　　　　　　　●　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　－
　　６．段丘面上には，課層の厚薄はあっても堆積物を見るのがごく普通であるか，吉良川町以南,･
室戸岬に至る区域には，ごく僅かしか認められない2　なかでも行当岬の元台地は1.5x0.7 km- に
およぶ広大な典型的な海岸段丘であるか，海蝕面そのままで堆積物を見ないcut terrace である.
　　　〔2〕各　　説
　　室戸岬―安芸市を便宜上いくつかの区域に分け，分布および課層の状態，調査資料から推論でき
　る堆積環境などにつき，他区域と比較しながら述べる．
　　１．室戸岬一吉良川町傍士
　　　（1）上段の段丘
　　　海抜200～250mに上段に対比する段丘地形があるが堆積物は認められない．これは元台地およ
　　び室戸岬の東寺付近の中段段丘と比較的緩傾斜の海蝕崖で続いている.
　　　（2）中段の段丘
　　　地質図に示すように，傍士・黒耳をのぞいては，崎山段丘（元台地）をはじめ，段丘面上には
　　とんど堆積物をとどめない．地形的には，元‐黒耳は120m,黒賞一傍士は100mの海蝕急崖を作
　　り，元―室戸岬は，地質図の100m毎の等高線でも示されるように細長い丘陵地形を呈し，室戸
　　一安芸でも特異な存在である．このように地形の開析が進んでいることにより，堆積物は大部分
　　削剥されたであろうが，崎山段丘の状態（元および平尾部落の上方で段丘面のレベルより少し下
　　方に，薄い砂課層露頭が見られるだけで，段丘全面にわたり室戸層が露出している）および時間
　　的にずれかおるとしても，現在の下段の波蝕台地（行当部落が位置する）の状態から考えると，
　　段丘形成当時でも，吉良川以北と異なり，堆積物が非常に少なかったと想像される．なお，これ
　　については，Ⅲ.〔3〕に述べることにする．黒耳については，写真ｎ－ろを参照のこと．
　　　上ノ内・岩戸部落上方の海抜100mの平坦面には，5～15cm大のよく円磨された楕円形の平た
＊　地質図（別図）ならびに５万分の１地形図「室戸岬」「奈半利」「安芸」「手結」参照．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）
　　　　　　　　　　　高知県東一部海岸段丘の凛層　　（沢村●湯原）　　　　　　　　７
　い段丘篠が認められ，津呂の上方海抜120mの広い股座面でも，その全域ではないが，１～5 cm
　大の円疎か最厚80cmで分布する.
　　（3）下段の海蝕台地
こ　奈半利町法恩寺・安田町などの海抜20m以下の下段丘には,小区域ながら砂疎層が見られるが，
　当区域では海蝕台地のままでほとんど砂諦層を伴なわない．行当岬には，1×0.3km2におよぶ
　区域と，また東岸の室戸岬から佐喜浜方面にかけて，「D100～200mの隆起波蝕台地があり，さら
　にその沖には, 100 m 内外の巾で岩礁あるいは賠のような形で水面下の極く浅い所に姿をかくし
　ている部分かある．当地域の波蝕台地の形成は，洪積末期から現世へかけての地殻運動にも関係
　があるものと考えねばならない．とにかく，室戸半島先端部が隆起運動を続けているー証拠であ
　ることにはまちかいない．
　２．吉良川町一田野町
　本区間は，海岸線沿いに吉良川町一奈半利町六本松と，田野平野に接して大野台地をはじめ，中
段相当の段丘疎層がよく発達している．奈半利町法恩寺には，小区域なが･ら低位の篠層を見る／本
区間の疎層の分布状態を要約すると次の様である.
　　（1）吉良川・櫨山（羽根川南岸），平付近では，分布上，上位と下位の２段丘が存在する．　い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ずれも各河川の下流に位置する関係上，下位のものは河岸段丘性ではないかという点につき検討
　してみたが，河川に沿いながらも海岸線に接しているし，その高度も海抜60～90mで海岸段丘性
　である．河川の下流でない地域でも中段段丘の中にさらに大別して２段あることは，大野・北張
　や安田川以西でもみられる傾向である．中段形成前の海浸は大規模であったし，次の陸地の上昇
　期間（海退期間）においても，途中に停滞期が考えられ，また，河川の下流に位置しているだけ
　に，堆積が容易であったと考えられる．なかでも吉良川の低位のものは，東ノ川と西ノ川に挟ま
　れた位置にあり，下段相当面から連続して疎層が発達している.
　　（2）東ノ川一羽根川および羽根岬では，平坦な股座面が発達し，地形の開析も余り進んでいな
　い;
　　とくに西ノ川一羽根川は，海岸段座地形として最も美しいところである（写真Ｉ－１）．狭い
　海岸平野の背後が海抜100～120 m の海蝕崖で，段丘面は緩傾斜をなす．砂疎層は，層厚1～5m
　で旧隆起汀線付近で最も厚く，疎は小・中型のものが多く，よく円磨されている（写真IV－1）.
　段丘平坦面には侵蝕谷も浅く，海蝕崖の縁では滝となってかかる場合もある．羽根岬では，段丘
　面高度は海抜80～100mと低くなっている.
　　（3）六本松一加領郷は，開析が進み，岩石海岸に接して複雑な地形を呈し，疎層の発達も悪
　い. (2)の地区と対照的であり，海岸には数ｍ大の散岩が多く，段丘面にも小規模のものが散点し
　ている．地質図（別図）に示すように，地形と疎層の分布とは関連がある．層厚も最大１ｍで，
　それ以下のものが多く，時には基盤岩類が露出している．堆積の量にも問題かあろうが，その後
＝大部分が削剥されたものと考える.
　　（4）羽根川西岸の区域・奈半利町平・郷部落東方では，比較的高所に疎層が見られる．いずれ
　もその層厚最大５ｍ以上で，奈半利以東では厚い部類に入るが，疎の円磨度は低く, B, C型疎
　が多い．また，これら即層の載る台地面は，平坦面をなさず，侵蝕か進み，緩傾斜の稜線をなし
　ている（平については図一5参照）.
　　（5）田野・安田（東島）の両平野にまたがって広域を占める大野台地かおる．大野台地は穴内
　層を不整合に覆うもので，東西2 km,南北１ｋｍにおよふ広大な台地である．海抜15mから75m
　まで疎層の露頭が連続して見られるが，この高度差がそのまま層厚ではなく，5～10mの部分が
　多いが中には10m以上に達する所もある．地形的には上下２段に大別できるが，田野平野に面し
　た方に顕著である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０）
　８　　　　　　　　　　高知大学学術研究報告　第12巻　　自然科学　Ｉ　第２号
　　北張部落下方には，海抜約30mの平坦面があるが，大野合地面はほとんど海抜約60mであり，
　両段の間は緩傾斜をなす．北張地区では倅層が南ないし南東方向に8～10°傾斜しているところ
　が数力所観察された．節は一般に下方に近い程大型（50十Ｃｍ）であり，海抜50m以上の篠はよ
　.く円磨されている（写真ｎ一志・Ⅲ－２ ・IV―2 ・Ｖ－１ 参照）．　　‾
　　大野合地のほか，干福・高田・土生・車瀬など，田野一奈半利の冲積地周縁には，高度の低い
　段丘か分布する／現在は，大野台地により田野・安田の両平野を分けているが，中段牒層堆積時
　代には，これら両地区を含めた広い湾入地形であったものと思われる．
　奈半利町六本松以南では，海抜100m前後（最低60m）の段丘面上に篠層が認められるのが普通
であるか，田野平野周縁の大野・北張付近では，海抜15mぐらいから最高80mぐらいまで節層が連
続して発達する．
　　３．安田町―安芸市伊尾木
　　この地域について高知県地質鉱産図(1960)では，唐ノ浜の東谷の穴内層に沿う広い区域と，不
動部落上方に段丘堆積物が記載されているが，筆者らの調査ではこれとやゝ異なった分布を示す．
東谷の穴内層上部の厚い節層（筆者らの分類）は，従来段丘堆積物として認められてきたもののよ
うである．
　筆者らは室戸岬一安芸市の段丘調査を行ない，第三紀層なかでも穴内層・六本松層（鮮新世）に
は色々な節層を爽在ずることを見てきた仙これらと洪積層の段丘節層と,は，節の岩質・形･=固結
度など,も異なり，夕の他地層の層序あるいは露頭を綿密を追うことにより綜合的に判定することに
よとって，これら新第三紀層の節層との区別がつくと考える．東谷の穴内層および段丘節層の分布に
ついては地質図（例図）に示すようであるこ尚
　本地域も中段丘に該当するものが主であるが，安田町には，上段および下段に対比さるべきもの
が認められる.
　　（1）上段の段丘節層
　　安田町の北方海抜160～170mのゆるやかな起伏を示す尾根の平坦部がそれで，堆積物は基盤岩
　類を薄く覆っており，粘土ないし細砂層中に２～５ｃｍのＡ型およびＢ～Ｃ型倅が点在し，もは
　や判然とした倅層露頭は見られないが，この区域が上部段丘に対比されるものと考える．これと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にしかた東谷をはさんで対称的位置にあるのか，西北部落北方の海抜180～200mの区域であり，基盤の大
　山岬の泥岩上に段丘節と思われる比較的よく円磨された３士ｃｍのものが散在している.
　　（2）中段の段丘牒層
　　これは安田町から伊尾本に至る海蝕崖の上方海抜60～120 m の間に認められる．東谷を中心と
　した安田地域について見ると，穴内層を不整合に覆う部分と，安田町北方および西北部落北方の
　奈半利川層を覆うものとである．むしろ後者の方が層厚・面積から見て啼層の発達かよい．
　　唐ノ浜から神峯神社に至る参道の海抜100～140mの区間に分布する牒層は，従来段丘堆積物と
　して扱われていたものと思われるが，筆者らは，これを穴内層の上部節岩層とした．この地区の
　穴内層は水平～10°内外，最大30°の南傾斜であり，下部より亜角篠を含む節岩層，その上に厚い
　砂岩層・泥岩層，その上部は節岩層となる．この最上部倅岩層は，層厚30m内外で，よく円磨さ
　れた１～３ｃｍの小傑より成り，形・大きさがよく揃っており，固結度も段丘篠層よりやや高い．
　厚い泥岩層中には，レンズ状あるいは薄く層状に倅層を爽在するが，最上部節岩層と岩相的にも
　全く同一のものであり，この泥岩層と整合的に上部の牒岩層に続く．遠山部落近くでは地形も急
　傾斜に変わり，奈半利川層の砂岩となる．
　　唐ノ浜地区の中段段丘は，さらに２大別して中段のうち上位のもの（海抜80~120 m）と下位
　のもの（海抜50～80m）に分けることが出来る．この唐ノ浜地区と条件の似ている田野町大野台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４）
　　　　　　　　　　　高知●県東部海岸段丘の殊層　　（沢村●湯原）　　　　　　　　９
　地でも２段に大別出来たが，必ずしも２段という数にこだわるつもりはない．数段にも細分が可
　能であり，安田町北方の一地域でも, 10m内外の階段状を呈する所もある．下段相当面から中段
　段丘面までが海蝕崖をなす場合はこれらの細分はなく，大局的に見て一平坦面でしかない.
’これに対し，現在の平野周縁部では，上記のような傾向が見られる．室戸付近でも．|日海岸線
　より少し入った所の地形の突出部では，中段面以下３～４段の階段状をなす．
　　中位段丘でも室戸岬方面から北西にかけて次第に高度を減ずるのが一般的傾向であるか，安田
　町一伊尾木においてもその様子がうかがわれる．
　　以下各区域の節層の状態について説明する．
　　安田町北方では，海抜90mｲ寸近が旧隆起汀線であり，下方は急崖をなす．篠層の層厚は，段丘
　面南縁で２ｍ，中程で0.6 m,北限ではＯと変化し，小さい谷部では基盤が露出している．本層
　は粘土と主として３土ｃｍの節よりなるが，時に30cm大のもの，最大１ｍの巨節も見られる．楕
　円体に近い型（Ab型）をしており，いずれもよく円磨されている．
　　唐ノ浜の穴内層を不整合に覆う節層は，上位では非常に薄く，下位では南よりに厚く，層厚は
　３土ｍで，１～２ cm, 最大５ｃｍの概して扁平なＡおよびＢ型節で，砂岩節であるか，上記のも
　のを含め安田川以西では赤色チャート節を少量混ずるようになる．
　　西北部落北方の中段段丘のうち下位の節層は非常に厚く，5～10mに達する．その牒は１～３
　ｃｍのよく円磨されたＡａ～Ab型砂岩節で，チャート節はない．また，上位の節層は緩傾斜の尾根
　部に位置し，層厚は３～５ｍである．
　　下山本村付近は，県道から急崖をなし，段丘面は90～120mの緩傾斜の地形を呈する.1～5cm
　のよく円磨されたAb～Ｂ型節が赤土によって膠結され，層厚は１士ｍである．これより西方で
　は，ごく薄く堆積物をとどめるのみである．
　　大山の西浜部落付近では,海抜60～80mの段丘面に2～10cmの型のよく整ったＡ型節が１士ｍ，
　最大層厚２ｍを示す．ここでは段丘面の末端部（海抜約60m）ではかえって薄くなり，基盤の砂
　岩亜角牒を混ずるようになる．
　　大山岬付近では，海抜60m付近は，海岸線に平行に巾狭く.節層がのり，海抜70～100 m は緩傾
　斜の地形で基盤岩類の亜角節を見る．
　　河野一不動は，地形的には段丘面が発達しているか，堆積物は見られない．
　　不動と伊尾本の中間付近では，海抜70mで大山岬層を段丘節が不整合に覆う様子がよく観察出
　来る．１～５ｃｍの節はＡ型だが，20士ｃｍになるとＢ型の節が多くなり，層厚は最大２ｍである．
　これより上方は，地形がやや急になり，階段状となるが，概して円磨度悪くＣ型節となる．いず
　れも少量の赤色チャート節を伴なう.
　　（3）下段の段丘篠層
　　安田町の北，海抜25m以下の所に３～６ｍの厚さに節層が分布する．大型（50士ｃｍ）のもの
　はよく円磨されたAb型であるが，3～10cmのものはＢ～Ｃ型節が多い．この付近で，海蝕崖の
　下方にベンチ状に発達しだもので，１枚の段丘面ではなく，一部階段状になっている．奈半利町
　法恩寺や大野台地下段のものと同性質のように見うけられる．
　４．安芸平野東部周縁（伊尾木一栃ノ本）
　伊尾木の下ノ岡部落東方の海抜85～100mの所に，層厚５ｍ以上の段丘節層が分布する.3～15cm
大のＢ～Ｃ型節より成り，赤色チャート節を伴なう．なお，上部には1.5mの厚さの粘土層の見ら
れる所もある．地形的には100土ｍの平坦面をなしている．
　宮田岡部落は，段丘節層上に位置しており，下方の森林軌道の切取では路盤（海抜20m）から２
～３ｍは基盤の塊状砂岩で，これを段丘節が5～10mめ厚さで不整合に覆っている．この付近は．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５）
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地形的には海抜60mと100mに平坦面があり，啼層が見られるのは，前記の海抜25～50m区域と
10mの平坦面の直ぐ下方とである．啼は3～10cm,最大40cmのＢ～Ｃ型牒で，安芸平野東部周縁
の他の地区と全く同様である．
　この北方，川北本村の東尾根には，海抜100 m 付近に１土ｍの小露頭があるのみで，これより上
方に向って即が点在するが，ほとんど削剥されたものと思う．本村部落上方の緩傾斜の地形には，
海抜20～110mに至る開か厚い啼層で覆われ，赤色チャート啼を混えたＢ～Ｃ型啼で，下方程大型
化の傾向かおる．また，谷をへだてて北側の突出部でも，啼層の層厚数10mに達するものと思わ
れ，露頭の高さでも20mを越える所がある．本村一帯は地形的に段丘平坦面を示さないが，基盤
地層とは自ら形が異なり，安芸平野に次ぎ大きく東に入り込んだ内湾的の形状をなし，西方の久保
田・清水寺岡よりやや長い期間堆積が続いたものと思われる．
　川北付近の一部区域については未調査であるが，穴内層の暗灰色泥岩が道路に沿って露出してお
り，この上面に段丘堆積物が薄くのっているものと思われる．久保田の一丘陵地形について見る
と，地質図（別図）の如き分布を示し, 40m等高線以上に即層があり，層厚は下盤の穴内層の関係
で，ＳＷからＮＥ方向に5 m― 1 m― 6 mと変化し，谷の奥では下盤の大山岬層の粘板岩質岩が露
出する．
　安芸平野の東北部，土居橋から沢ノ平部落西方に至る南北２ ｋｍにね‘だって，巾700～1,500mの
段丘が見られるが，これは安芸川に沿って20～30mの段丘崖をつくっている．この区域は，高知県
地質鉱産図‘には，その大部分か穴内層として着色されてお･り，この区域の東側が洪積層とされてい
るが，筆者･らの調査では，その大部分か洪積層の.段丘堆積物から或る．穴内層は，江川部落西南方
犯２ヵ所と,’安芸川に沿う段丘崖で僧津付近に２ヵ所，段丘啼層の下部に露=出しているだけで，こ
の地域は大野台地と共に啼層の最もよく発達している所である．
　切取道路・谷・河原に沿う露頭では15～20m,時には30m以上の層厚を見せ，篠は10～15cm大
のＢ型（時にＣ型）で，これがさらに１～３ｃｍの啼および粗砂で膠結されている．大部分が砂岩
啼であるが，赤緑色チャートを混えている．また，即層中にはレンズ状に泥岩を爽在するのが数力
所で観察された．
　台地の南東，江川部落の東側および北方の谷にかけては調査不充分だが，一部穴内層が見られ，
それに須崎層が続くものと思われる．
　沢ノ平台地の一番高所にある内原野池の東側の切取でも啼層が続き,北限は須崎層岩類に変わる．
　土居橋以南（川北）では，安芸川に沿う段丘崖でも以北と異なり，穴内層が優勢で，その上に断
片的に牒層が１～５ｍの厚さでこれを覆い，一般に段丘牒層は薄くなる（写真Ｈ一２）．
　沢ノ平台地の北方，山田部落の少し南方から北にかけては，平坦段丘ではなく，丘陵地形になる
が，山田部落上方では即層が続いて露出する．厚さは５ｍ以内となり，南部の台地よりははるかに
薄くなり，下方の谷部では須崎層があらわれる．これより北方でも即層が認められるが，丘陵面に
ごく薄く分布し，堆積量も少なく，また削剥された感かおる．
　この地区の厚い段丘即層が，海岸段丘性であるか河岸段丘性であるかについて，野外の露頭観察
の資料，そのほか他地区の海岸段丘との比較，地形などから次のように推論した．
　図２は，安芸川に沿う地質断面の概念図である．また，５万分の１地形図には表われないか，安
芸平野の僧津以北の東半部には，田の中に高さ１～５ｍの小丘陵が点在しているが，これらはかつ
ての海岸近くの散岩ないし暗礁地形をなしていた所と考えられる．以上の点を綜合的に判断する
と，沢ノ平を中心とした段丘啼層は，堆積環境としては，浅海ないし内湾に堆積した中段相当の海
岸段丘性のものと考えられる．
　５．安芸平野西部周縁
　この地区の段丘探層は，東部周縁と同じくその大部分は穴内層を不整合に覆う．穴芸駅北方の海
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６）
高知県東部海岸段丘の凛層　　（沢村・湯原）
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図２．安芸川に沿う地質断面概念図
抜20mから110mまでは，標層露頭が連続する．標は10土ｃｍのＢ～Ｃ型で，赤色チャートの比較的
多いのが目立つ．層厚は，はっきりしないが，数10mにおよふものと思われる．一般に,.西部周縁
一帯は，広い段丘面を作らず，開析か進み細長い丘陵地形をなしている．黒鳥から高台寺にかけて
は，海抜20～60mに標層が発達し，層厚20～30mに達する／高台寺の海抜20～40m付近は，３～５
ｃｍのよく円磨された標からなり，一般に同じ場所でもチャート標は砂岩標より丸味が少ないが，
ここでは赤色，青色チャートもよく円磨されている．
　田野町大野台地・川北本村・沢ノ平台地および当地区のような現在の海岸線より深く入り込んだ
平野周縁のところでは，海抜20m位から60～80mまで連続的に標層が発達しているのが特徴的であ
る．当地区段丘標層の成因的環境は，安芸平野東部周縁のものと同様と解する．
　６．安芸市以西
　地形的には，段丘面高度は低くなり，海抜20～50mの丘陵地が多くなり，非常に複雑になる．本
地区については未調査であるので，安芸一手絡に至る調査を行ない，室戸岬一安芸市の海岸段丘標
層の性質をさらに明かにする予定である.，
　　　〔3〕分布と生成過程
　室戸半島の海岸段丘地形発達史について，松下進は，海岸段丘の地形，標層の分布状態，海成鮮
新統の分布などを考慮して，次のように結論した(2)
　（1）鮮新統初期（？）における沈降
　（2）鮮新統の堆積
　（3）上昇，上段丘の形成
　（4）沈降
　（5）上昇，中段丘の形成
　（6）沈降
　（7）上昇，下段丘の形成
　沢村は■ 1946年の南海大地震に伴なった四国を中心とする地盤運動を研究し，室戸半島において
は，全般的に隆起が行なわれたことを知った．然して，半潟東岸では野根，西岸では安芸市一安田
町付近でほとんど隆起が認められなかったのに，岬に近づくにつれ隆起量が大となり，岬先端部に
おいて1.2mに達したことを公表した(1)この隆起量の傾向は，沿岸の海岸段丘の隆起汀線の高度
の傾向とも一致すること，また，一方的に隆起を続けているのではなく，降起，沈降のくりかえし
のうちに隆起量が沈降量よりも優勢であるために，次第に海岸段丘地形を呈するに至ったことも述
べた，今回の筆者らの洪積標層の調査研究からこのことはいっそう明かとなった．
　波蝕台地は，ごく緩慢な海面低下か，海水面の位置に余り変動のない時，波の作用によって生成
されるというのか普通の考え方であるか. (1)中下段共に室戸半島の先端部（特に行当岬付近）に
は波蝕台地がよく発達している. (2) mの円磨度のすぐれているのは，いずれも旧汀線付近である’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７）
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こと（安田以南では各分布の先端部，大野台地では海抜60m以上の最上部が旧汀線である．各分布
の後背部および大野台地では，海抜50m以下の地域の牒は円磨度が低い）.（3）大野台地のような平
野周縁ないしは現海岸線より奥へ入り込んだ所の礦層は非常に厚い．
　以上をあわせ考えヽるごと一室戸岬近くで現段丘面が海面上もしくは海面付近にあった時代には，大．
野台地のような所では浅海ないし内湾であったと推察され，また，隆起に移る時も，単位時間内の
隆起量が，既述のように，半島の先端部の方ほど大きく，現に段丘面高度は南に高く北へ行くに従
い低くなっている．奥へ湾入した所では，海流よりも，流入河川の影響が大きく，堆積を続けたで
あろうと推定される．
　結局，本地域の段丘磯層の生成過程として，次のように結論した.
　（1）大規模な沈降（海浸），中段段丘面の形成と腺層の堆積
　（2）上昇（海退），中段段丘の形成
　（3）沈降，下段段丘面の形成
丿4）上昇，下段段丘の形成
（1）以前に上段段丘の形成があったし, (2)の上昇も，そのなかに上昇期と短かい停滞期があったと思
われる. (3)の沈降は（1）よりも小規模であったと考える．
　松下は，上段段丘形成以前，鮮新統の時代についても，唐ノ浜層の分布によって，当時湾入が現･･
在よりも顕著に存在したであろうことを指摘した（2）.沢村は，沿岸の新第三紀層についても，西方
から東方にかけて分布高度が次第に高くなっていることは，室戸半島の地盤運動との関連において
意義深いということを述べた(1)　　　　　　　‘.
　　　　　ド　　　．　　　　　　　　　きｊ　　　　●●　　’･　　Ｌ　Ｉ　　・　　　　　「　　　　　　　　・’さらに，筆者ら.は当地域の新第三紀層の分布･と洪私練層西分布との間は，次のような関連を見出
すのである．すなわち，穴内層の分布は，安芸市西方から羽根町登地区まで（安芸・田野で最大），
六本松層は，田野町より羽根川東岸まで（奈半利で最大），登層は，羽根町登が中心で，室戸市元
の東方（向江）で小区域の露頭を見る，以上，新第三紀層でも時代か新しい程，その分布および中
心が西方にある．このことも同様上記の地盤運動と関連せしめることができる．
　　　　　　　　　　　　IV. m　層　の　屑　厚　と　傾　斜
（1）一般に小区域の分布を示す場合は，図ろのＡＴＢ方向が厚一薄の方向とよく一致する.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）地形が平坦でない場合は，傾斜した尾根の地形
海
または
平野
図３．礎層の層厚と傾斜の関係を示
　す模式図
上の凸部に当たる部分で最も厚い.
　（3）基盤岩類の上面（不整合面）が波状の凹凸をな
している場合があるので，比較的薄い礦層を観察して
も,付近が一様に薄層であるとすることは危険である.
　（4）現海岸線より入り込んだ大平野周縁において
は，磯層がよく発達し，層厚もすこぶる大である．大
野台地より安芸平野周縁の磯層の方が厚い.
　（5）粘土・砂喋層などは，ほとんど水平に堆積して
いるが，各分布の先端部（図５のＡ付近）では，10士゜
（時には30°におよふ）傾斜している．傾斜の方向は，
すでに述べたように，現海岸線に直角な方向と一致し，または平野の開けた方向に向いている．こ
めことは，当時の地形，海岸線想定の一資料となる（写真７，８参照）．また，堆積状況より，本地
域の洪積課層は，その後複雑な地殻変動を受けず，上下運動を主としたもののみであることがわか
る．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８）
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　（6）一区域内で層厚が変化することはすでに述べ，Ⅲでも幾つか説明したが，ここに２，３の実
例を示す･（図４～６参照）．
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図６．礎層の層厚の変化（車瀬）．
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　　　　　　　０　　　　１臨
　　　　図７．大野台地と基盤との関係
図４．凛層の層厚の変化（羽根岬）．　図５．篠層の層厚の変化（平）
　矢印の方向に層厚が厚くなる）．数字は層厚（単位ｍ）．
　図４～６において，矢印の方向に堆積物が厚く
なることを示す．喋層中の数字は層厚（単位ｍ）
である．図４は羽根岬であるが，中央部は地形上
の凸部で，基盤岩類（室戸層）が露出している．
また，小さい谷によって２区域に分けられてい
る．全体としてＳＥ方向，すなわち羽根海岸平野
の方向に厚くなり，牒もよく円磨されている．一
方，北に向って漸次厚さを減じ，喋も亜角牒に変
わり，遂に基盤の風化土壌および角疎となる．
　図５は奈半利町平部落上方で，この付近で最も
高所に見られる啼層で，緩傾斜の尾根の部分が最
も厚い．腺層は約10°Sに傾いている部分もある
が，概して水平である．
　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　ｙ図６は奈半利町車瀬の礦層で，全体として奈半利川（奈半利平野）の方に向って厚くなり，海抜
60～70m付近では，よく円磨された牒層が３ｍ以上の層厚を示すが，海抜80m以上では非常に薄く
なり，所々に六本松層の粘土層やチャートを伴なう啼岩層が露出し，海抜100～120mでは六本松層
の啼岩層がほぽ水平に堆積している．段丘啼層の東南部の海抜60m以下では，礦は大型化し，円磨
度は低く，ＳＥ方向に10°傾斜した露頭が見られる．
Ｖ。基　盤　岩　類　と　の　関　係
　本段丘啼層は，調査区域内では，穴内層・六本松層（以上鮮新世）・奈半利川層・室戸層・大山
岬層（以上始新世）・須崎層（白壁紀）を不整合に覆う．その接触部につき，幾つかの実例を示す
　（写真Ⅲ－２・5, rv, Vおよび図７参照）．
　写真Ⅲ－２は田野町八幡神社北西方の谷における露頭で，穴内層の灰色泥岩（貝化石などを多く
含む）を不整合に覆い，層厚は８ｍ以上に達する．大野台地の下段相当で，凛はＢ型である．
　写真Ⅲ－ろは，奈半利町郷部落東方.海抜120mの地点で，磯層は六本松層の細粒砂岩を覆うも
ので，牒型はＢ型である．この砂岩の下には六本松層の牒岩層が２～３層見られる．‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９）
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　写真IVニ１は羽根町平山部落下方，海抜120rTi付近で，礦層は室戸層の砂岩泥岩互層を不整合に
覆う．不整合面は小波状をなす．喋はよく円磨されており(Aa, Ab型が主），泥岩礦（写真上方
のものは１ｍ大）を混え，大型牒の間を小型殊が満たす．
　写真IV― 2 は田野町高田部落北方，海抜60mｲ寸近で，六本松層は灰白色砂岩より成り，亜炭を多
く埋蔵し（断口55×12cm2で長さ数ｍ，直径１ｍの亜炭塊状部など），写真右下方は六本松層の腺
岩層で，このほか厚さ１ｍ内外の喋岩層をレンズ状に挾む．この地点の南方数10mでは，奈半利川
層の礦質塊状砂岩となる．よってこの段丘扉層は両層を不整合に覆う．啼層の層厚は約1.5m.
　写真Ｖ－１は大野台地南西，安田町不動上方の海抜45mの地点である．Ａは基盤の奈半利川層砂
岩の侵蝕面を示す．Ｂは，矢印で示すように，基盤岩石の既存の割目を，上の堆積物と同種の小型
篠（割目にちょうど入る大きさの瞳）が満たしている．牒型はAa, Ab型である．
　写真Ｖ－２はＶ－１に続く牒層であるが，下部の地層（Ａ？）は，３～15mmの小円腺よりなり，
型はAa. Ab型,上部の洪秋啼層とは全く外観を異にし，両層の間には軽微な不整合が認められる．
これと岩相的に同一の地層が，大野台地北斜面の洪積層堆積物の下盤に当たる穴内層のごく上部に
位置しているのが，３ヵ所で観察された．大野台地南面では，すべて奈半利川層と不整合関係にあ
るが，この部分は穴内層が露出しているものと思われる．すなわち，大野台地傑層の基盤は，その
大部分か穴内層であると考える．写真Ｖ－２の地点を通る南北の地質断面概念図を示せば図タが得
られる.　‘’　　　　　　゛　ダ　　　　　　’
　　　一一　　　　万　　　’‘　　　　　.VI.結　　　　　語イ･　　　　　　　　　　　・　／
　１．室戸岬より安芸本に至る海岸およ’び平野周縁には段丘が発達し，上,･中，下段と３段に大別
されるが，このうち，段丘面がよく発達し，啼層が厚く堆積している･のは中位の段丘である．上段
は，安田以南に点在するが，地形的にも開析の進んでいる所が多く･，現在では堆積物はほとんど認
められない．下段は，海抜20m以下の所に啼層が数力所認められるか，行当岬および室戸半島東岸
では，洪積末期より現世に至る波蝕台地がよく発達している．
　２．段丘礦層は，穴内層（鮮新世）以前の古い地層を不整合に覆う．従って，その形成時期は洪
積世であるが，その詳細な区分については結論に至っていない．
　３．洪積牒層の分布については，充分な資料がなかったか，その分布をはっきりさせた．なかで
も，安田および安芸平野周縁の段丘牒層，穴内層の分布を新しく確認した．
　４．段丘牒については次の様である．
　岩質：ほとんどか砂岩であるが，羽根岬以南では泥岩牒を，安田以西では赤色チャート牒を伴な
い，安芸平野西岸ではその割合も多くなる．前者の泥岩喋は，室戸層に優勢な黒色泥岩と肉眼的に
は全く同質であり，後者のチャートは須崎層に多く見られるもので，河川および海洋の作用で海岸
近くに堆積したこれらの段丘礦は，この地方の古第三紀以前の基盤岩類から供給されたものが，そ
の多くを占めるものと考えられる．
　円磨度：礦の形を，肉眼的観察により便宜上幾つかに分類したが，楕円体および扁平な形のよく
円磨された篠は，伊尾木および田野一室戸岬間の各分布の先端部付近（旧隆起汀線付近），大野台
地では海抜60m以上の地域に見られる．段丘面が傾斜している所では，背後の基盤岩類との境界近
くになると円磨度が前者より低くなる．田野以西の中段丘でも，高度の低い部分および下段丘篠は
円磨度が低い．
　大きさ：大きさは一様ではないが，1～10士ｃｍのものが最も多く，最大は１ｍにも達する．同形
同大の啼が連続することは少なく，大型m (20十～10士ｃｍ）の間を中型啼（５±ｃｍ）力八　その間
を小型牒（５～１±ｃｍ）が満たし，さらに全体を粗粒砂で膠結しているのが一般的傾向である.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
　　　　　　　　　　　高知県東部海岸段丘の篠層　　(沢村・湯原)　　　　　　　　15
　このほか，粘土層が上部に見られるもの，礦層中にレンズ状に爽在する場合もある．
　　５．腺層の層厚・傾斜について見ると，小区域の分布で余り厚くない場合は，地形の背部および
　海岸線に直角の方向または平野の開けた方向に層厚大となる．磯層は普通水平に堆積しているが．
‥10°内外傾斜している場合もある．その方向は，上記の層厚の厚薄の方向とよく一致する．　‥
　　６．田野・奈半利平野や安芸平野周縁の段丘牒層は，海岸段丘性で，これらは，かつて浅海ない
　し湾入部であったと考える．また，このような条件の所に発達した啼層は，層厚大で範囲も広い．
　　７．段丘面高度は，室戸半島の先端部へ向う程高くなり，北程低い．この関係は，四国の地殻運
　勣の傾向とよく一致する．
　　８．段丘発達の過程としては. (1)上段の形成■ (2)大規模な沈降，中段丘面の形成，牒層の堆積，
　(3)上昇，中段丘の形成, (4)沈降, (5)上昇，下段丘の形成が考えられ, (3)については，上昇期と短
　い停滞期が数回あったものと思われる. (4)の沈降は(2)より小規模であった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和38年８月15日受理)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUMMARY
The Gravel Beds of Coastal Terraces, Eastern Kochi Prefecture
　　　　　　　　　　　　　　By　　Takeo Sawamura and Isao YUHARA
(In＾ititｕ,tｅ of　Ｇｅｏｌｏｇｊｐ。ｉｄ Ｍｉｎｃｒalogji，　Ｆａｃｕlり可Liｔｅｒａtｕｒｅ ａｎｄ Ｓｃｉｅｎｃｅ，Ｋｏｃｈｔ Ｕｎｉ。ｅｒｓiり)
　1. There are typical coastal terraces along the seaside and arround the alluvial plains from
Murotomisaki to Aki City. These terraces are devided into upper, middle and lower, and
middle terraces are largest in scale.　　　　　　　　　　　　　　　　。
　2. The gravel beds cover the Ananai formation (pliocene) unconformably. Obviously, the
stage of depositin of these gravel beds is quarternary.
　3. The writers　decided the distribution　of the gravel　beds, especially the beds arround
Yasuda and Aki alluvial plains and Ananai formation.
　4. Rocks of　gravels are　sandstone, mudstone and　red chert. Various　psephicities are
classified into three types. And the gravels are almost 1－ 10 cm. in size, and rarely about
l m. The writers made clear the features of variety of rocks, psiphicity and size of these
gravels in each terrace.
　5. The height of platform of terraces is highest in Murotomisaki and gradually becomes
low in north. This tendency was found in the crustal movements observed by the Nankai
Earthquake on 21 St. Dec. 1946 in south Shikoku. The maximum amount of the upheaval
was 120 cm. in Murotomisaki, and almost zero in Aki district.
(11)
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PI. I
I-l.羽根岬より室戸方面を望む（段丘高度海抜約120m.手前：灘岬．右方：行当岬）
丿 ｆ
' ■ ¶ -
1-3.大野台地全景．手前は安田川および安田町聚落．
PI. n
n-1.沢ノ平段丘の安芸川沿いの断崖（段丘殊層より成る.20～30mの高度でつづく）
II－2.穴内層（Ａ）の砂岩，泥岩層（炭質物，円殊爽在）を
　　段丘礦層が薄く覆う（土居橘南方）．
n-3.篠層露頭, N70°Ｅ，8°S（田野町北張，海抜65m)
in- 1,室戸市黒耳榛層南縁
の傾斜した地層. N30°Ｗ，
30°S.
in-2. QT：段丘磯層
(田野町八幡神社北西方の谷)
PI. m.
in-3. QT：段丘磯Ｊｉ
　　　　Ｒ:六本松層
　(奈半利町郷部落東方，海
抜120m)
i＼'-1. QT：段丘凛層．Ｍ：室戸層
　(羽根町平山部落下方，海抜120m)
ｆｖ－２．ＱＴ：段丘藻層．Ｒ：六本松層.
　　　　　(田野町高田部落北方)
PI. W
V-l-A.　奈半利川層砂岩の侵蝕而を示す．
　　　　　　　ＱＴ：段丘疎層
　　　　　　　Ｎ：奈半利川層
　　　　　　(安田町不動上方，海抜45m)
PI. V
V－1－BI矢印の割目を段丘疎層と同種の
　小型疎か満たす．
Ｖ－２．Ｖ－１に続く啼層　（大野台地）
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